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日時： 令和５年５月２９日（月）１４時～１６時 
場所： 奄美市役所５階大会議室 
参加者： 会場 53名  
 
今年度も相談支援事業所、障害福祉サービス事業所、保健・医療、教育・雇用、当事者団体、行政などの代表者の方に参加

していただき、令和４年度活動報告・会計報告、令和５年度活動計画など原案通り承認されました。同協議会は５市町村の

自治体が共同で設立、一昨年から活動している「ピア部会」も併せて計７つの専門部会を運営。今年度の目標は障がいのある当

事者の意見も取り入れた地域づくり、協議の場が継続的にできるよう工夫する点など挙げられました。意見交換では就労支援 B

型事業所（夢来夢来、オーセンティック）の商品紹介も行いました。今回は、対面での開催をしましたが、今後もオンライン併用の

可能性についての意見も出され、より負担の少ない方法で地域課題や意見交換ができる方法を検討して行きたいと考えていま

す。（ホームページにも掲載されています） 

県内自立支援協議会交流会 

参加者：41 名（リモート 3 名） 

令和 5年 5月 12 日に奄美市市民交流センターにて、第 1回子ども

部会を開催いたしました。今回は、「奄美地区における発達検査につい

て」現状確認をした後、「市町村障害児福祉計画」「幼保小の連携」な

どについて、意見交換を行いました。 

「障害児福祉計画について知らない方も多い」「インクルーシブの方向性

を理解し、お互いの役割を理解し合えるような話し合いの場が必要」な

どの意見が出されました。皆さん、活発な意見交換を行いながらネットワ

ークの大切を共有しました。 

参加者：35 名（7協議会、オブザーバー5 名） 

令和 5年 5月 17 日に、ZOOM を使った、県内自立支援協議

会のオンライン交流会を開催いたしました。 

今回は、県自立支援協議会の水流会長、鹿児島相談支援ネッ

トワーク会議の石場会長にもご参加いただき、各地域の課題の共

有や各圏域だけで解決できない課題の解決に向けた取り組みに

ついて、意見交換を行いました。どの地域でも地域移行推進や地

域生活支援拠点の整備についての課題が報告され、ボトムアップ

した課題について、県全体として協議を行う事項の必要性も確認

されました。 

第 1回 子ども部会 



 

 

 

 
障害福祉サービス提供事業所も増えてきていますが、今年度、策定予定の第７期障害福祉計画に向け

て、より良い障がい福祉サービスのあり方を検討してきます！ 
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※「なかぽつ」とは、「あまみ障害者就業・生活支援センター」の略称です。 

≪お問い合わせ先≫  

奄美地区障がい者等基幹相談支援センター（ぴあリンク奄美） 

鹿児島県奄美市名瀬幸町 15番 3号 

℡0997-69-4061 Fax0997-69-4062 

✉amamithikukikan@ark.ocn.ne.jp 

各事業所の詳細情報や奄美地区地域自立支援
協議会の活動は、ホームページからも見ることがで
きます。 
「ぴあリンク奄美」で検索するか、こちらのＱＲコード
を読み取ってご覧ください！！ ぴあリンク奄美 

奄美市住用 

松山さん 

 

 

事務局・運営委員会
で、奄美地区の障害
福祉サービスの課題に
ついて協議を行ってい
ます。 

第７期障害者計画・障害福祉計画及び第３期障害児福祉計画 

障害者のための施策に関する基本事項を定めた基本計画と、障害者総合支援法に基づく障害福祉計画、児童

福祉法に基づく障害児福祉計画があります。令和６年度から３年間の第７期計画を策定する時期になりました。

奄美地区地域自立支援協議会では、常々専門部会や定例会などを通して、各種施策の進捗状況、成果目標等

の達成状況、新たな地域ごとの課題について計画の点検と評価を行っています。今年度の第１回定例会では、福

祉、医療、保健、教育の現場担当者と第７期計画に向けて具体的な意見交換、課題共有を行います。 

  

障害福祉サービスを利用していた方が、６５歳になると介護保険に移行する必要があります。利用さ

れる方が制度の移行に不安を示し、スムーズに移行できないことがあります。支援者として、「利用される

方が不安なく介護保険への移行ができるように支援していきたい」という高齢者・障害者双方の支援者

の思いから、高齢者と障害者分野の支援者が互いの制度について学び合い、連携をつくっていくための

取り組みを行います。一人ひとりの障害状態、環境などにより計画内容が異なります。原則や状況に応

じた判断、介護サービスと障害サービスの併用など、わかりやすくするための協議をしています。 

 

かだい 


